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　香坂山遺跡は、群馬県下仁田町との県境近くの八
はっ

風
ぷう

山
ざん

南西斜面で東西

方向に延びる尾根に立地する。周囲から屹立した標高 1,140m の幅広い

平坦な尾根で、現在はミズナラの原生林に深く覆われるが、旧石器時代

には眺望の開けた見晴らしのよい草地であったとみられる。八風山は黒

色安山岩という優れた石器石材の原産地で、これまで下
しも

茂
も

内
うち

遺跡や八風

山遺跡群など大規模な旧石器時代の遺跡が調査されてきた。香坂山遺跡

はこれらの成果を受けて、上信越自動車道八風山第 2 トンネルの立坑地

上施設の建設に伴い 1996 年に発見され、1997 年に長野県埋蔵文化財

センターにより発掘調査された。建物予定地では地表下 5.5m という驚

くべき深さから約 3 万年前の姶
あい

良
ら

Tn 火山灰層の下位で中型剥
はく

片
へん

を主体

とする石器群が検出され、40m 離れたトレンチでは同じ地層から石
せき

刃
じん

を含

む包含層が確認された。約 3 万 6 千年前という列島最古の石刃石器群で

あることが 2001 年に刊行された発掘調査報告書で示されていた。

　2020 年 8・9 月に学術目的の発掘調査を実施したのは、この石刃出土

地点の周辺である。ユーラシア各地で後期旧石器時代が、大型の石刃を

もつ石器群から始まることを踏まえ、1997 年調査で出土した 2 点の大

型石刃がそれに関係するのか検証するためである。1997 年調査区の高

速道路施設地内と隣接する国有林内で約 134㎡を、姶良 Tn 火山灰層の

下位まで発掘した。その結果、大型石刃、尖頭形剝片、小石刃からなる

約 800 点の石器が出土した。この 3 種の石器の組合せは、中央アジア西

部から北アジアに分布する後期旧石器時代の最初期の石器群と類似する

上に、これら 3 種の石器を剝がした石核も出土し、製作技術もよく似ていることがわかった。つまり現生人類

がユーラシアを西から東へ拡散する過程で残したと考えられている最初期の大型石刃石器群とよく似た石器群

が、八風山の山中から姿を現したのである。香坂山遺跡は列島への現生人類の到来を語っているのか。その答え

を求めて 2021 年も発掘調査を継続する予定である。　　　　　　　　　　　　（奈良文化財研究所　国武貞克）

石器出土状況。壁に白く見えるのか AT 純層 2020 年調査出土石器。上段が尖頭形剝片 下段が左から石斧、
大型石刃３点、小石刃核。左上の石器５㎝。（写真 大木文彦）

高速道路施設地内での調査風景
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